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再生可能エネルギー需要の増加見通し

●新興国でのエネルギー需要増、化石燃料の価格上昇などにより、今後、再生可能エネ
ルギー需要が増加し、世界市場が拡大する見込み。
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【世界の一次エネルギー需要見通し】
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2（出典) IEA 「World Energy Outlook 2010」

上図の「再生可能エネルギー」は、水力、バイオマス・廃棄物、その他再生可能エネルギーの合計



再生可能エネルギー電力量の増加見通し

●再生可能エネルギーによる電力量は今後大幅に増加。特に、太陽熱発電、太陽光発電、
風力発電の増加率が大きい。

【世界の再生可能エネルギー電力量見通し 】
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3（出典) IEA 「Energy Technology Perspectives 2010」



再生可能エネルギーの発電コスト
●再生可能エネルギ の発電コストは 般にLNG火力発電よりも高く この低減が●再生可能エネルギーの発電コストは一般にLNG火力発電よりも高く、この低減が
大きな課題

4
（出所：経済産業省）
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世界の太陽光発電の導入量

●欧州中心に、固定価格買取制度等の優遇政策等により世界需要が急拡大中。

中国160
スペイン 69 その他424

2009年：7,200MW /年
前年比３％

ベルギ 292

フランス 185

韓国168

中国160

前年比約1.8倍

前年比約２．５倍

ドイツ 3,800
アメリカ477

チェコ 411

ベルギー292

2008年：5,559MW/年

イタリア 730

日本484

アメリカ477

前年比約2.2倍

前年比約1.4倍

韓国 276

日本 225

フランス 104

ポルトガル 50
オーストラリア 22

スイス 11
その他 80

前年比約3倍

イタリア 730
前年比約2.2倍

単位：MW
スペイン 2,611

ドイツ 1,504

アメリカ 338

イタリア 338

前年比約1.5倍

7
出典:（株）資源総合システム 太陽光発電情報 を基にNEDO作成

,

前年比約1.3倍

累積導入量：20,625MW



ＮＥＤＯ太陽光発電ロードマップ（PV2030+）

●技術開発においては、低コスト化に向けた取り組みが重要。

2007 2010 2020 20302017
～50 円/kWh

2025 

30円/kWh

2050

量産化適用期間を
想定 た技術開発

2002

超薄型/多接合化、
ヘテロ接合化など
による高性能化

発
電
コ
ス

結晶シリコン、薄膜シリコ
ン、CIS系などの量産体制
の確立と性能の向上

23 円/kWh
新しい原理、構

想定した技術開発の
前倒し

7 円/kWh

ト の確立と性能の向上

7円/kWh
以

新しい原理、構
造による超高性
能(40%)太陽電
池の投入

技術の世代交代による

高性能化、低コスト化

の実現

新材料投入など
高性能化に向けた
技術革新

14 円/kWh

以下の実現 技術革新

2050年2030年
（2025年）

2020年
（2017年）2010年以降実現時期

（開発完了）

ﾞジ

汎用電源として利用
（7円/kWh未満）

汎用電源並
（7円/kWh）

業務用電力並
（14円/kWh）

家庭用電力並
（23円/kWh）発電コスト

8
（研究ｾﾙ 40% ）

実用ﾓｼﾞｭｰﾙ 25%
（研究ｾﾙ 30%）

実用ﾓｼﾞｭｰﾙ 20%
（研究ｾﾙ 25%）

実用ﾓｼﾞｭｰﾙ
16%

（研究ｾﾙ 20%）

モジュール
変換効率
（研究レベル）



ＮＥＤＯの太陽光発電技術開発プロジェクト

●各種太陽電池の低コスト化・高効率化等に向けて、短期視野、中長期視野、超長期視野
で、技術開発プロジェクトを展開中。

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 20142001
(H13)

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

年
度

太陽光発電ｼｽﾃﾑ太陽光発電システム
短
期 太陽光発電システム

実用化促進

技術開発

太陽光発電システム

実用化加速技術開発

中

期
課
題

太陽光発電システム

太陽光発電システム
次世代高性能技術開発

太陽光発電システム

普及加速技術開発

太陽光発電技術研究開発

長
期
課
題

太陽光発電システム
未来技術研究開発
２０２０～３０年に必要となる
要素技術の確立と選択

次世代高性能技術開発

太陽光発電の導入を抜本的に加速し、
２０２０年頃に現状の２０倍程度まで拡大

するために不可欠な技術開発として、
コスト低減と高効率化の観点から 各種

太陽光発電システム
共通基盤技術研究開発

太陽光発電システム

共通基盤技術研究開発

共
通
課

コスト低減と高効率化の観点から、各種
太陽電池の要素技術、横断的材料開発
及び周辺システム技術等を開発

革新的太陽光発電技術研究開発

共通基盤技術研究開発共通 盤技術研究開発課
題

超
長
期

9

２０５０年ＣＯ２排出量半減を実現するための
画期的な太陽光発電技術を開発

期
課
題



太陽光発電システム次世代高性能技術開発（H22-26FY）

事業の内容

事業の概要・目的事業の概要・目的
●太陽電池の低コスト化、高効率化等

事業イメージ

●太陽光発電の導入を2020年頃に現状の２０倍以上
にするとともに、世界市場における日本の国際競
争力を維持・強化することを目的とする。

◆結晶シリコン太陽電池

：製造コストの低減

●高効率化及びコスト低減の観点から、各種太陽電
池の要素技術の確立、横断的な材料開発及び周辺

◆薄膜シリコン太陽電池

：製造プロセス共同開発

技術の開発を行う。

【開発目標】
発電 kWh実現 ため ジ 製

◆ＣＩＳ・化合物太陽電池

：低コスト化、
発電コスト１４円／kWh実現のため、モジュール製
造コスト７５円／W、変換効率２０％に目処をつけ
る低コスト化、高効率化。

：低コスト化、

集光型太陽光発電

◆色素増感・有機薄膜太陽電池

実施スキーム実施スキーム

◆色素増感 有機薄膜太陽電池

：高効率化、寿命向上

10

国 民間企業・大学等

交付金

ＮＥＤＯ

委託（1/1、2/3）

●共通基盤技術（共通材料、評価技術、
国際標準化等）



革新型太陽光発電技術研究開発（H20-26FY）

事業の内容

事業の概要・目的事業の概要・目的

●ポストシリコン超高効率太陽電池

事業イメージ

（例）

●2050年頃に向けて、太陽光発電の大規模普及を実
現するため、既存技術の延長にない新素材・新概
念の活用して、太陽電池の性能及びコストを根本

●ポストシリコン超高効率太陽電池

伝導帯

励起

e–e–
長波長光も
活用

電力

太

伝導帯

励起

e–e–
長波長光も
活用

電力

太

的に向上させる。

●海外の先端研究機関との研究協力も実施しつつ、

価電子帯

励起
励起

ミニバンド

ミニバンドの追加により、2光子吸収等が可能
になり変換効率がアップ

太
陽
光

価電子帯

励起
励起

ミニバンド

ミニバンドの追加により、2光子吸収等が可能
になり変換効率がアップ

太
陽
光

3次元量子ドット超格子

微結晶(量子ドット)を半導体内に埋め込むことにより、

ブレークスルーを探る。

【開発目標】
変換効率 （現在 倍） 発電

微結晶(量子ドット)を半導体内に埋め込む とにより、
新たな帯域を形成し、幅広い波長域の太陽光を電力に
変換。

●薄膜多接合太陽電池
変換効率４０％（現在の３～４倍）、発電コスト
７円／kWh（現在の約1/7）の革新型太陽電池を
2050年に向けて実用化 。

TCO

ミドルセル

Intermediate 
substrate

トップセル

●薄膜多接合太陽電池

実施スキーム実施スキーム

各セルの個別形成 Stacked cell

Back contact

ボトムセル

11

国 民間企業・大学等

交付金

ＮＥＤＯ

委託
複数のセルを積層し、各層で異なる波長の光を吸収さ
せることで、変換効率を向上。
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太陽熱発電とは

●太陽熱で作った蒸気でタービンを回して発電するシステム。

●直達日射光の強い適地での導入について、近年、世界的に再評価。

凝縮器
 

電気
凝縮器 

集熱器

タワー型太陽熱発電システム
（実証段階）

トラフ型太陽熱発電システム
（商業化段階）

集熱管

電気 

蓄熱タンク 

電気

発電機

集熱器

給水再熱器

タービン

発電機

集熱管

集光ミラー 

発電機

タービン

ヘリオスタット

13
出典：経済産業省、ＮＥＤＯ再生可能エネルギー技術白書



太陽熱発電の適地

●太陽熱発電は、直達日射量が多く（一般に2,000kWh/m2以上）、湿気や粉塵の少ない地
域が適地。

北 カ 南 カ 豪州 中東 米国南 部等 有望視され る●北アフリカ、南アフリカ、豪州、中東、米国南西部等で有望視されている。

世界の直達日射量マップ（kWh/㎡･y）

14
出典： “GLOBAL ENERGY SUPPLY POTENTIAL OF CONCENTRATING SOLAR POWER”



太陽熱発電の導入見通し

●現状、世界で稼働中のプラントは10カ所程度であるが、今後、導入が拡大する見込み。

● 2050年の年間発電量は約4,770TWh（世界の全電力量の約１１%）、太陽光発電とほぼ
量と 予測もあり同量との予測もあり。

太陽熱発電の導入見通し（ＩＥＡロードマップ）太陽熱発電の導入見通し（ＩＥＡロードマップ）

15
出典“Technology Roadmap Concentrating Solar Power”（2010, IEA）
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世界の風力発電の導入量

●各国で導入が拡大し、2009年末の世界の累積導入量は158.5GW（前年比32％増）。

●近年特に、中国、米国における伸びが著しい。日本は比較的小規模。

 
イギリス

デンマーク 
MW ％

主要国における風力発電累積導入量（MW）

ドイツ

25,777 (1,917) 
日本 

2,056 (178)フランス 

4,492 (1,088) 

イギリス 

4,051 (1,077) 
3,465 (334) MW ％

米国 35,064 22.1%
中国 25,805 16.3%
ドイツ 25,777 16.3%
スペイン 19 149 12 1%

米国 

35 064 (9 996)

中国 

25,805 (13,803)スペイン 

19,149 (2,459) 

ポルトガル 

3,535 (673) 

スペイン 19,149 12.1%
インド 10,926 6.9%
イタリア 4,850 3.1%
フランス 4,492 2.8%
英国

35,064 (9,996) 
インド 

10,926 (1,271) 

イタリア 

4,850 (1,114) 
英国 4,051 2.6%
ポルトガル 3,535 2.2%
デンマーク 3,465 2.2%
カナダ 3,319 2.1%

※2009年末累積導入量（括弧内は 2009年新設容量）

オランダ 2,229 1.4%
日本 2,056 1.3%
その他 13,787 8.7%
合計 158,505 -

17

※2009年末累積導入量（括弧内は 2009年新設容量）

出典：「ＮＥＤＯ再生可能エネルギー技術白書」



風車の大型化

●発電コスト低減のため世界的に風車の大型化、１基あたりの高出力化が進捗。

将来の可能性

世界の風車の大型化の推移

過去および現在の
風力発電機

将来の可能性

風力発電機

18

出典： “Technology Roadmap Wind energy”（2009, OECD/IEA）より作成



洋上風力発電等技術研究開発

●日本の気象・海象条件において、実機で洋上風力発電の実証等を実施中。

FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014

洋上風況観測システム実証研究

洋上風力発電システム実証研究

Ｆ／Ｓ調査

次世代超大型風車研究開発

東京電力㈱ 東京大学 鹿島建設㈱より提供

19
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バイオマス原料・利用形態

●世界では一次エネルギーの約10％を占める。

●近年、運輸部門の石油依存度低減の観点から、バイオ燃料の導入拡大にも関心。

木質系 液体燃料

原 料 エネルギー転換 利 用

木質系 液体燃料

原 料 エネルギー転換 利 用

木質系 液体燃料
(バイオフューエル)
エタノール

ＢＤＦ（バイオディーゼルフューエル）前
処
理

糖化・発酵・濃縮

エステル変換等
廃食油

輸送用燃料高付加価値期待

木質系 液体燃料
(バイオフューエル)
エタノール

ＢＤＦ（バイオディーゼルフューエル）前
処
理

糖化・発酵・濃縮

エステル変換等
廃食油

輸送用燃料高付加価値期待

農業残渣系

気体燃料

エステル変換等

ガス化

直接液化

FT合成

農業残渣系

気体燃料

エステル変換等

ガス化

直接液化

FT合成

畜産糞尿
気体燃料
メタン、水素

一酸化炭素
ガスエンジン等

発酵
発
電

用

畜産糞尿
気体燃料
メタン、水素

一酸化炭素
ガスエンジン等

発酵
発
電

用

下水汚泥

食品廃棄物

固体燃料
ペレット等

燃焼

炭化

電
、
熱
利

下水汚泥

食品廃棄物

固体燃料
ペレット等

燃焼

炭化

電
、
熱
利

21

食品廃棄物 燃焼食品廃棄物 燃焼



セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（H21-25FY）

事業の内容

事業の概要・目的事業の概要・目的

事業イメージ

原 料
セルロース系資源作物栽培技術開発

草本系・木質系バイオマス

●食料と競合しないセルロース系資源作物について、栽
培からバイオエタノールの製造に至る、革新的技術を用
いた 貫生産モデルの開発を実施 前処理

セルロース系エタノール製造技術開発

草本系 木質系バイオマス
の栽培、収集運搬等の技
術開発

いた一貫生産モデルの開発を実施。

●２０２０年までに実用化するために、ラボスケールによ
る開発と試験プラントによる開発も並行して実施

前処理

糖化・発酵

系 タ 製造技術開発

パイロットプラントを設置し、
データを取得、経済性評価、
システム改良等を実施

る開発と試験プラントによる開発も並行して実施。

●バイオ燃料の持続可能性についての基準、評価指標、
評価方法等についての調査研究を実施

濃縮脱水

評価方法等についての調査研究を実施。

実施スキ ム実施スキ ム 食料問題や環境問題に配慮した

セルロース系
エタノール

実施スキーム実施スキーム

国
民間企業、
大学等

ＮＥＤＯ

食料問題や環境問題に配慮した、
バイオエタノール生産システムの確立

バイオ燃料の持続可能性に関する研究
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大学等
交付金 委託 バイオ燃料の持続可能性に

ついて、基準や指標等の調
査検討を実施



戦略的次世代バイオマスエネルギー利用技術開発事業（H22-28FY）

事業の内容

事業の概要・目的事業の概要・目的

事業イメージ

●次世代技術開発（例）

●次世代技術開発

2030年頃の実用化を見据えたバイオマスのガス化及
び液体化（ＢＴＬ）、微細藻類由来のバイオ燃料製

藻類 セルロース系バイオマス

ガス化・精製ＢＴＬ

造技術開発等の次世代技術開発を実施。

●実用化技術開発

ガス・燃料供給事業者への非化石エネルギー導入

合成ガス

ガス化 精製
培養・
油分抽出

液 化

ＢＴＬ

ガス 燃料供給事業者への非化石エネルギ 導入
義務付けをにらみ、バイオマス由来の気体および液
体燃料の円滑な導入に資する技術の実用化開発を実
施。

バイオ燃料（ガソリン、軽
油、ジェット燃料等の代替
燃料）施。

実施スキーム実施スキーム

燃料）

●実用化技術開発（例）

バイオガス化

ガス精製＋
導管注入などによるイ

国
民間企業、
大学等

交付金 委託（1/1、2/3）

ＮＥＤＯ

バイオガス化 導管注入などによるイ
ンフラの拡大

食品残さ タ 酵 備等
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次世代技術開発：負担率 2/3（産学連携であれば1/1）
実用化技術開発：負担率 2/3

都市ガス等とバイオガスの混合利用

食品残さ
下水汚泥等

メタン発酵設備等



『ＮＥＤＯ再生可能エネルギー技術白書』

●各種再生可能エネルギーやスマートグリッドの国内外の最新の技術動向や、将来に向
けた技術ロードマップをとりまとめ、平成22年7月に公表。

●内容

再生可能 ネ ギ 導入拡大 必要性1 再生可能エネルギー導入拡大の必要性
2 太陽光発電の技術の現状とロードマップ
3 風力発電の技術の現状とロードマップ
4 バイオマスエネルギーの技術の現状とローマップ4 バイオマスエネルギ の技術の現状とロ マップ
5 太陽熱発電の技術の現状とロードマップ
6 波力発電の技術の現状とロードマップ
7 海洋温度差発電の技術の現状とロードマップ
その他の再生可能 ネルギ 等の技術の現状8 その他の再生可能エネルギー等の技術の現状
9 スマートグリッドの技術の現状とロードマップ
10 スマートコミュニティの構築に向けて
11 おわりに

ＮＥＤＯのホームページにて、書籍および電子媒体のご案内をしています。

おわりに
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のホ ム ジにて、書籍および電子媒体の 案内をして ます。

www.nedo.go.jp
（TOPページ＞技術情報＞資料）



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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